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　コンデンサは種類が多く，最適な使い分けが難しい
部品です．そして特性だけではなく，許容電流値，形
状や価格，温度範囲，そして電解コンデンサなどでは
信頼性や寿命までを考慮して最適な種類を選択しなく
てはなりません．コンデンサ（condenser）という呼び
名は日本特有で，世界的にはキャパシタ（capacitor）
と呼ばれているようです．

コンデンサの等価回路と
インピーダンス−周波数特性

　図1は，代表的なコンデンサのインピーダンス−周
波数特性を実測したグラフです．
　純粋なコンデンサCのインピーダンスZCは，

ZC＝ 
1
2 πfC

なので，その値は周波数 f に反比例して下がり続けま
す．しかし現実のコンデンサでは，図1に示すように
下がり続けることはできず，途中からインピーダンス
が上昇してしまいます．

● コンデンサの寄生成分
　これは，現実のコンデンサには図2の等価回路に示
すように，寄生抵抗成分や寄生コイル成分が含まれる

ためです．
　図3は，図1の4.7μFフィルム・コンデンサのデー
タから等価回路を作成し，シミュレーションしたもの
です．RSS＝10 mΩはグラフのディッブ点のインピー
ダンスから，LSは10 MHzのインピーダンスからLS＝
0.65Ω/（2 π×10 MHz）≒10 nHとしました．RPS は一
般的な値として1 GΩを設定しました．
　10μHz以下の超低周波では，C1のインピーダンス
よりもRPSのほうが低くなるのでRPSが支配的になり，
平坦な抵抗として動作しています．1 MHz以上では，
C1やRSSのインピーダンスよりもLSのほうが高くな
るのでLSが支配的となり，周波数に比例してインピ
ーダンスが高くなるコイルとして動作しています．

身近な電解コンデンサだが

　電解コンデンサは小型で大容量が実現でき，容量は
1μF〜数万μF，耐圧は数V〜数100 Vの広範囲をカ
バーします．多くのメーカからたくさんの種類が製造
されています．

● 極性がある
　ほかのコンデンサとは異なり，極性があります．電
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図1　代表的なコンデンサのインピーダンス−周波数特性の実測値 図2　コンデンサの等価回路
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